
営農技術情報『中干し特別号』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★中干しのポイント 

 ①間断かん水や収穫前の排水の効率を高めるため、溝掘りは必ず行いま

しょう。 

 ②中干しの開始は、田植の１か月後で、以下の茎数を目安としましょう。 

 

 

 

 

 ③出穂から 20 日間の湛水管理を確実に実施し、収穫時のコンバイン作業

に支障がないよう、幼穂形成期までに田面を確実に固めましょう。 

 ④中干しは「てんたかく」は６月末頃まで、「コシヒカリ」は７月１０日頃までに

終了しましょう。（幼穂形成期以降の強い田干しはしないでください） 

（裏面は中干し後の営農技術情報です。） 

中干し開始時の茎数 

６０株植 １６～１７本/株 

７０株植 １４～１５本/株 

植え傷みにより停滞していた水稲の生育は、おおむね回復し、分げつが

急激に増加しています。遅くとも、１８日頃には中干しを始めましょう。 

 また、１株当たり１６～１７本程度の茎数を確保したほ場では、早急に

中干しを始めて下さい。 
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生育の早いほ場

〃 遅いほ場

生育の遅れたほ場でも、

６／１８頃には十分な茎数

が確保される見込み



営農技術情報（第４号） 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

～「間断かん水」で稲の活力を維持する～ 

 

 

 【 水管理のイメージ図 】  出穂期まで「間断かん水」を繰り返す 

                                幼穂形成期         出穂期 

   中干し      間断かん水 
 

 

幼穂形成期頃からは水不足にならないようにする 

 
 

 

～穂肥は幼穂長１～２ｍｍの時期に遅れずに施用する～ 
  

○穂肥の施用時期及び穂肥量の目安 

 

体系 

回  数 １ 回 目 ２ 回 目 

施用時期 ６月３０日～７月２日頃 
〔幼穂長１～２ｍｍ〕 

１回目の１０日後 

分施 
肥 料 名 な の は な 有 機 追 肥 又 は 追 肥 化 成 ３ 号 

施 用 量 １０ａ当たり１０～１２ｋｇ １０ａ当たり１２～１３ｋｇ

 

〔穂肥施用時の注意点〕 

・葉色が濃く（４．５以上）、茎数が多い（７０株植えで２８本/株以上、６０株植えで３３本/株以上）ほ場

では、１回目の穂肥の施用は控えてください。 

※基肥一発肥料のほ場でも幼穂形成期前に葉色が４．０を下回る場合は、なのはな有機追肥又は追肥化成３

号で５ｋｇ／１０ａ（チッソ成分で０．７ｋｇ／１０ａ）程度の追肥を早急に行い、適正な葉色に誘導する。 

 

 

～つなぎ肥は原則として施用しない～ 

 

 ・安易なつなぎ肥は過剰籾数と倒伏を招くので、原則として施用しないでください。 

・Ｌｐｓｓコシヒカリ１号などの一発（肥効調節型）肥料を施用しているほ場では、つなぎ肥は施用しない

でください。 
 

 

 

 

・斑点米の発生防止のため、カメムシ類の発生源となる畦畔や水田周辺の雑草地の草刈りを徹底しましょう。 

・刈取った草は、用排水路に流したり、燃やしたりしないでください。 
 

 

（表面は中干し特別号となっています。） 

 ＊中干し後の水管理は、「間断かん水」に切り替え、稲の活力を維持する。 

＊「てんたかく」の穂肥は、幼穂長１～２ｍｍの時期に遅れずに施用する。 

＊畦畔や雑草地の草刈りを徹底し、斑点米カメムシ類の発生を抑える。 

中 干 し 後 の 水 管 理 

草 刈 り の 徹 底 

草刈運動期間 ７月１日～７月１０日 一斉草刈日 ７月２日(土)～３日(日) 

コシヒカリのつなぎ肥 

「てんたかく」分施田の穂肥 

生産履歴簿、GAP の記帳は速やかに行いましょう 

出穂から20日間の湛水


